
学校番号 3015 

 

令和３年度 英語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 英語理解 ３ 第３学年 

啓林館「Revised  ELEMENT English 

CommunicationⅢ」 

桐原書店「NEXT STAGE 英文法・語法問題 

4th edition」 

桐原書店「Reading Flash3」 

文栄堂「2022大学入試共通テスト英語（リーデ

ィング）対策問題集 FinaruSpurt40」 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

  ３年生では、今まで学んできた文法や単語を復習しつつ、精読と速読を適宜使い分けられるように普段から意

識しましょう。共通テストではかなりの量の英文を素早く読むことを要求され、リスニングにおいても 1 度しか聞

けないところが半分ですので集中力も要求されます。私立入試では、長文とともに、文法問題が引き続き問わ

れると思いますので、文法も手を抜かず復習しましょう。 当然ですが、授業内だけではなく、授業外でも様々な

機会を利用して英語に触れるようにしてください。入試問題は英語力だけではなく、多種多様な知識を必要とさ

れます。音楽、映画、ニュース、本などたくさんのものに興味を持って楽しみながら知識、英語力を身に着けてく

ださい。 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：英語理解（3単位），英語表現（3単位），アカデミックイングリッシュ（3単位） ACT Ⅲ, 

（2単位）GS（2単位）英会話（2単位） ／主な教材：Element Ⅲ 英文法・語法問題８００ 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

♦自分のこれまでの

経験、将来の夢や希

望などについて、前も

って準備し、メモを見

ながら理由と具体例

を添えて短く説明する

ことができる。 

◆◇身近なトピック

（趣味や将来の夢や

希望など）について

幅広く意見や情報の

交換をすることができ

る。 

英語理解 

英語表現 

英会話 

ACT Ⅲ 

GS 

♦身近な話題に関して

説明をし、自分の意見

を、つなぎの語やフレー

ズを活用して、まとまりの

ある段落をひとつ書くこ

とができる。 

◆慣れ親しんだ語や表

現を用いて、物事の手順

を筋道立てて書くことが

できる。 

英語理解 

英語表現 

ACT Ⅲ 

GS 

◇自然な速さで話され

る観光地での説明や

ガイドなどのアナウンス

を聞いて、大切なポイン

トをもらさず概要を把

握することができる。 

◇はっきりと話されれ

ば、身近なトピックにつ

いての短いニュースの

要点を聞き取ることが

できる。 

英語理解 

アカデミック

イングリッシ

ュ 

英会話 

ACT Ⅲ 

GS 

◇◆小説などを

読み、背景を踏ま

え事実関係だけで

はなく、登場人物

の気持ちなどを把

握し、気持ちに応

じて適切な速度や

声の調子で音読

することができる。 

◇やさしい英語で

書かれた物語を

読み切り、全体の

筋を理解すること

ができる。 

英語理解 

アカデミック

イングリッシ

ュ 

ACT Ⅲ 

GS 

 



３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
英語表現の能力 英語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

①うまく表現できないことがあっ

ても、既知の語句や本文中の表

現用いるなどして話している（話

すこと） 

②理解できないことや未知の語

句があっても、推測するなどし

て、読み続けている。（読むこと） 

③読み手が理解しやすくなるよ

うに書いたり、書き直したりして

いる。（書くこと） 

①聞いたり読んだりしたこと、学ん

だことや経験したことについて、そ

の概要や自分の意見を話すこと

ができる（話すこと） 

②聞いたり読んだりしたこと、学ん

だことや経験したことについて、そ

の概要や自分の意見を簡潔に書

くことができる（書くこと） 

 

①語句や表現、文法事項などの

知識を活用して内容を的確に聞き

取ることができる。（聞くこと） 

②説明などを読んで、特に重要な

事実等をとらえることを通じ、全体

の要旨を理解することができる

（読むこと） 

①英語の仕組み，使われている

ことばの意味や働きなどを理解

するとともに，言語の背景にある

文化を理解している。 

評

価

方

法 

(a)授業内発言の取り組み（観

察） 

 

(a)授業内発言の取り組み（観

察） 

(b)英作文添削（原稿提出） 

 

(a)授業内発言の取り組み（観

察） 

(b)ボキャブラリーテスト（小テス

ト） 

(c)定期考査 

(a)定期考査 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson2 

Language 

Extinction 

(6時間) 

 

<言語> 
言語の消滅
は 何 が 悪
い？ 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・発話・再話の際に、

既知の語句や本文中

の表現を用いて話そう

とする。 

言語の消滅について考

え、話し合う 

① ② (a) 

「英語表現の能力」 

・日本で英語を話す
人々が増えれば，日
本語も消滅すると思
うかについて話し合
う。 

日本における外国語使
用状況について話し
合う 

① ② (a) 

「英語理解の能力」 

・何が言語を消滅させ
るのかを理解する。 
・言語が消滅するとき
に私たちが失うものは
何かを理解する。 
 

オーラルイントロイントロ
ダクションを理解する 

 
・言語消滅について理
解し、どれほどの言
語が、どのように消滅
しているのかについ
て理解する。 

① ② (a)(b)(c) 

「言語や文化についての知識・理解」 

・世界の言語を守るた
めにどのような取り組
みが行われているか
を理解する。 
 

 ①  (a) 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ４ 

The Truth 

about Grit 

( ７時間) 

<心理> 
「気骨」の秘
密 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・発話・再話の際に、

既知の語句や本文中

の表現を用いて話そう

とする。 

・「グリッド」とは何なの

かについて話し合う 

① ② (a) 

「英語表現の能力」 

    

「英語理解の能力」 

・ニュートンが万有引
力の概念を思いつい
た逸話の真実を理解
する。 
・心理学者が気骨に
ついて研究し始めた
経緯を理解する。 
 

オーラルイントロイントロ
ダクションを理解する 

 
・本文を読み、「グリッ
ド」について歴史を含
め理解する。 

② ② (a)(b)(c) 

「言語や文化についての知識・理解」 

・気骨に対するよりよ
い理解が何を可能に
するかを理解する。 
 

 ①  (a) 

Lesson ５ 

A Class 

from 

Stanford 

University 

( ５時間) 

<経済・エッ
セイ> 
5 ドルと 2時
間で何がで
きる？ 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・発話・再話の際に、

既知の語句や本文中

の表現を用いて話そう

とする。 

・自分がどのような型に

とらわれているか考え、

話し合う 

① ② (a) 

「英語表現の能力」 

・自分がこの授業を受
ける生徒だったら何
をするかについて話
し合う。 

 ① (a) 

「英語理解の能力」 

・筆者が授業で出した
課題がどのようなも
のだったかを理解す
る。 

・それぞれのチームが
課題にどのように取
り組んだかを理解
する。 

 

オーラルイントロイントロ
ダクションを理解する 

 
・本文を読み、5 ドルと２
時間という課題と、ど
のように考えていった
かについて理解する 

③ ② (a)(b)(c) 

「言語や文化についての知識・理解」 

・この課題から得られ
る教訓を理解する。 

ディスコースマーカー
について理解し，文
章の構成を考えな
がら，概要や要点を
とらえることができ
る。 

 ①  (a) 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ３ 

Environment 

or 

Orangutans? 

( ７時間) 

<環境・自然
> 
自然保護が
オランウータ
ンを減少さ
せる？ 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・発話・再話の際に、

既知の語句や本文中

の表現を用いて話そ

うとする。 

・環境保護における矛

盾について話し合う 

① ② (a) 

「英語表現の能力」 

・環境と経済のために
ヤシの木を植える
べきだという意見に
対する自分の考え
を書く。 

 ① ② (a)(b) 

「英語理解の能力」 

・オランウータンが絶
滅の危機に瀕してい
る理由を理解する。 
・ヤシ油の人気が再
燃している理由を理
解する。 
・ヤシ油の人気がオラ
ンウータンにおよぼす
影響を理解する。 

オーラルイントロイント
ロダクションを理解
する 

 
・本文を読み、森林破
壊とオランウータン
の絶滅との関係につ
いて知り、環境保全
のヤシ油の関係につ
いて考える 

④ ② (a)(b)(c) 

「言語や文化についての知識・理解」 

パラグラフの構造に
ついて学ぶ。マクロ
パラグラフ 

 ①  (a) 

Lesson ７ 

Invisible 

Gorilla 

( ６時間) 

<心理> 
人間の知覚
をめぐる幻
想 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・発話・再話の際に、

既知の語句や本文中

の表現を用いて話そ

うとする。 

・人間の知覚というも

のの不確かさや、幻想

について考える、話し合

う 

① ② (a) 

「英語表現の能力」 

・目立つものを見逃し
た経験について話
し合う。 

 ①  (a) 

「英語理解の能力」 

・ゴリラ実験がどのよ
うに行われ，どのよ
うな結果が出たか
について理解する。 
・ゴリラ実験によって
わかったことと，そ
れが何を示してい
るかを理解する。 
・「非注意性盲目」が
だれに起こるかと，
「注意の錯覚」が
なぜ起こるかを理
解する。 

オーラルイントロイント
ロダクションを理解
する 

 
・本文を読み、ゴリラ実
験と、人間の知覚に
おける幻想について
理解する。 

⑤ ② (a)(b)(c) 

「言語や文化についての知識・理解」 

ディスコースマーカー
について理解し，文
章の構成を考えな
がら，概要や要点
をとらえることがで
きる。 

 ①  (a) 



単元 

(配当時間) 題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ８ 

A Small 

Crime( ６時

間) 

<人生・生き
方> 
壁に落書き
をした少年
に父が語っ
たこととは？ 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・発話・再話の際に、

既知の語句や本文中

の表現を用いて話そ

うとする。 

・壁を落書きした少年

についての自分の考え

を語る 

① ② (a) 

「英語表現の能力」 

・落書きは芸術か犯
罪かについて自分
の意見をまとめ，市
長に電子メールを
書く。 

 ① ② (a)(b) 

「英語理解の能力」 

・主人公がしかられる
ことになった経緯を
理解する。 
・主人公が部屋で考
えていたことを理解
する。 
・主人公の父親が主
人公に言いたかっ
たことを理解する。 

オーラルイントロイント
ロダクションを理解
する 

 
・本文を読み、壁に落
書きした少年と父と
の物語を理解する。 

⑥ ② (a)(b)(c) 

「言語や文化についての知識・理解」 

時間順序のディスコ
ースマーカーにつ
いて理解し，文章の
構成を考えながら，
概要や要点をとら
えることができる。 

 ①  (a) 

Lesson １ 

Lies, 

Damned 

Lies, and 

Statistics 

( ６時間) 

<統計・経済
> 
統計にひそ
む嘘 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・発話・再話の際に、

既知の語句や本文中

の表現を用いて話そ

うとする。 

・統計とはどのようなも

のかについて話し合う 

① ② (a) 

「英語表現の能力」 

・なぜ誤解を生むよう
な統計データが使
用されるのか，また
それをどのように見
抜くかについて話し
合う。 

 ①  (a) 

「英語理解の能力」 

・統計がどのように嘘
をつくかについて
理解する。 
・折れ線グラフを使っ
たデータの見え方
の違いを理解する。 
・統計を利用する際に
筆者と読者が気を
つけるべきことにつ
いて理解する。 

 

オーラルイントロイント
ロダクションを理解
する 

 
・本文を読み、統計が
どのように嘘をつく
のか、統計を利用す
るさいどのようなこと
に注意すればいいの
かを理解する。 

⑦ ② (a)(b)(c) 

「言語や文化についての知識・理解」 

パラグラフの構造に
ついて学ぶ。ミクロ
パラグラフ 

 ①  (a) 



 

単元 

(配当時間) 題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ９ 

Praying 

Hands( ６時

間) 

<人間愛・家
族> 
デューラー
の 「祈 りの
手」秘話 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・発話・再話の際に、

既知の語句や本文中

の表現を用いて話そ

うとする。 

・アート作品について話

し合う 

① ② (a) 

「英語表現の能力」 

・アルブレヒトの気持
ちを想像してアル
バートに手紙を書
く。 

 ① ② (a)(b) 

「英語理解の能力」 

・アルブレヒトとアルバ
ートがどのような約
束をしたかを理解
する。 
・アルブレヒトに学校
に行くことを勧めら
れたアルバートが
泣いた理由を理解
する。 
・「祈りの手」を見たと
きに，筆者が読者
に思い出してほし
いことを理解する。 

 

オーラルイントロイント
ロダクションを理解
する 

 
・本文を読み、デューラ
の家族の話について
理解し、他者の助け
が人生においてもた
らすものについて理
解する。 

⑧ ② (a)(b)(c) 

「言語や文化についての知識・理解」 

未知語の推測方法に
ついて知り、未知の
語が出てきたとき
の対応方法を学
ぶ。 

 ①  (a) 

Lesson １０ 

All the Good 

Things ( ６時

間) 

<人間愛・学
校> 
人生を支え
た学校時代
の思い出 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・発話・再話の際に、

既知の語句や本文中

の表現を用いて話そ

うとする。 

・高校生活を振り返り、

思い出を語り合う。 

① ② (a) 

「英語表現の能力」 

・教師のひとりに感謝
の手紙を書く 

 ① ② (a)(b) 

「英語理解の能力」 

・マークに関する筆者
の思い出を理解す
る。 
・クラスの雰囲気が悪
くなったときに筆者
がしたことと，それ
がどのような効果
をあげたかを理解
する。 
・マークの葬式で筆者
が知ったことを理
解する。 

 

オーラルイントロイント
ロダクションを理解
する 

 
・本文を読み、マークと
著者の学校における
思い出について理解
する。 

⑨ ② (a)(b)(c) 

「言語や文化についての知識・理解」 

    


